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＜病棟連絡事項＞
・昨夜の当直田中Dr.から指摘・注意です。病棟サイドから、個人の携帯電話へコールをしたようです。Dr.サイドからは、どこから電話がかかってきたか分からず各病棟へ電話を折り返しかけていたようです。PHSは、電波状況によってかかりにくいこともありますが、夜間コール時には、当直用PHSへするように現場は徹底して下さい。

＜移動＞
【転出】
・北向　勇治様～東Ａ１５号室　→　南Ｄ２０７号室

＜患者様連絡事項＞
・沼畑　宮子様～覚醒不良にて経口摂取や内服が困難であることを主治医へ報告。本日より点滴２本キープ、フロセミド１Ａ混注の指示あり。内服薬は服用困難な場合はスキップの指示は継続。

・和田　昌様～早朝より発熱・発汗・筋緊張がみられることを主治医へ報告。採血（至急ＦＡＸ）実施の指示あり。検査結果にて目立った異常値はなく、経過観察となる。

・小向　美幸様～血圧が低い傾向もあり、25日のコロナワクチン摂取は不安があるということで、当日の朝はメトリジンを服用していくものとして、11/25メトリジン錠２ｍｇ朝食後×１回、処方となる。

・中山　清司様～保健師２名来院され、措置解除面接を実施。自覚する精神症状や病院での過ごし方、退院後の生活について質問を行っている。音に過敏となり、耳鳴りのような症状は続いているとのこと。退院後について、二戸の実家へ住所変更手続きを行い、実家より一戸病院へ通院するとの事。11/26　9：30退院し、そのまま11：30に一戸病院を受診。一戸病院にて二戸保健所職員と顔合わせすることで了承している。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前･午後1時間の開放観察実施。他者の私物弄りや他室侵入頻回で早めに開放観察終了としている。奇声を上げる事はあるも自傷行為はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤村　彬様～身体拘束中。9:00～17:00拘束一時解除実施。ルで書き物をして過ごす。断続的に独語や空笑はみられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・澤口　利香様～8:00～2時間おきにロキソプロフェンNa(60)1T服用。10:00レボトミン(50)1T服用。血液が付着した綿棒とティッシュが数枚落ちているがどこからの出血かは不明。スマホを操作しながら傾眠がちで過ごす。	
[bookmark: _GoBack]
・中村　栄作様～本日の採血にて、カリウム2.4、CRP8.15異常値あり。田名部Dr.よりアスパラカリウム（300）３錠、セフジトレンピボキシル錠（100）３錠　毎食後、３日分処方となる。

＜小柳Ｄｒ.患者様診察情報＞
・城前　実様～臨時薬は同内容で処方。

・沼畑　宮子様～覚醒不良にて経口摂取や内服が困難であることを主治医へ報告。本日より点滴２本キープ、フロセミド１Ａ混注の指示あり。内服薬は服用困難な場合はスキップの指示は継続。定期薬は同内容で処方。

＜深澤Ｄｒ．患者様診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・飯田　修子様～臨時薬同内容にて７日分処方。
・中山　真由美様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・福島　司子様～11/24～臨時薬ミルタザピン15ｍｇ2Ｔ→3Ｔへ増量、サインバルタカプセル中止、デュロキセチンカプセル開始。他同内容にて７日分処方。

・中山　清司様～臨時薬同内容にて７日分処方。
・本間　啓子様～臨時薬同内容にて７日分処方。

・中川原　田鶴子様～11/25～臨時薬アマンタジン、リーゼ中止。ジアゼパム2ｍｇ2Ｔ開始。他同内容にて７日分処方。

・竹洞　総子様～11/25～臨時薬アリピプラゾールＯＤ錠中止、他同内容にて７日分処方。

